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輸入農産物中の 残留農薬実態調査 

( 有機塩素系農薬， N,- メチルカーバメイト 系農薬及びその 他 ) 
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YUKINARIゝATEISHI* ， NAOKO゜IMURA* ， KYOKO゜ITAYAMA*‖nd゜AZUo〆ASUDA* 

Pesicide@residues@in@238@imported@crops@were@investigated@from@April@1999@to@March@2000 ，   

Residues｛f｛rganochlorine｝esticides ， 5〔inds｛f（nsecticides(Heptachlor‘poxide ， Dieldrin ， total- 

DDT ， Dicofol@and@Endosulfan)@and@3@kinds@of@fungicides(Captan@Jprodione@and@TPN)@were@detected@between 

Trace@and@1.6ppm ，   

As’or…arbamate｝esticides ， 2〔inds｛f（nsecticides(NAC‖nd｀ethomyi)‖nd｛ne〔ind｛f”erbicide(CIPC) 

were@detected@between@0.01@and@0.45ppm ． 

In》he｛thers ， 3〔inds｛f’ungicides(Imazalil ， OPP‖ndゝBZ)‖nd｛ne〔ind｛f herbicide(2,4-D)『ere‥etected 

at@levels@between@a@trace@and@6.3ppm ，   

Residues@of@these@pesticides@were@at@level@lower@than@the@tolerance@for@residues@in@Japan@and@the@tolerance 

for@pesticide@residues@in@origin@and@CoDEX@maximum@residues@limits@for@pesticides ，   

As@for@the@kind@of@detected@pesticides@in@imported@crops ， there@was@scarcelyany@difference@among@5 

regions ， A@difference@based@on@the@kind@of@imported@ crops@was@recognized ，   

Keywords  . 残留農薬 pesticide  residues,  輸入農産物 imported  crops,  有機塩素系農薬 organochlonine 

pesticides,  カーバメイト 系農薬 carbamate  pesticides,  殺虫剤 insecticides,  殺菌剤 ぬ n ㎡ cides,  除 

草剤 herbicides,  WM 穫 役使用 postharVest 即 pIication 

緒 甘 実検方法 

近年，生鮮農産物の 輸入が急増しており ， - 。 ，その安 1. 試料 

全性確保は衛生行政の 最重要施策の 一つとなっている． 1999 年 4 月から 2000 年 3 月に東京都内の 市場等で購入 

著者らは昭和 57 年度より，種々の 輸入農産物について した輸入野菜・ 果実類及び穀類等 72 種 238 作物について 

農薬の残留実態を 調査し報告してきた '- ⑦．そこで本報 調査した．これらの 試料の内訳を Table l. に示した．主 

では，有機塩素系農薬，カーバメイト 系農薬及び 防 ばい に可全部 は ついて分析したが ， プドウや イチゴ，チェリ 

剤などのその 他の農薬について ，平成 11 年度の調査結果 一などは 全果 ，その他の果実類は 全果及び果肉について 

を 報告する   分析した   
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Table@1.@ The@List@of@Investigated@Imported@Crops 

Commodities 

Fru 吐 s 

Citrus 。 ) Grapefruit4'@(8) ， Lemon4'@(6) ， Mandarin@orange4'@(2) ， 0range4)@(8) ， Sweetie(2) 5@species@ 26@crops 
Others Apple"(l)Av ㏄ ad ぴ (6),Balml が (7),Che ⅡⅡ SAKURANBO ア (3),Chestnut[M 皿 Ⅱ GUR ℡ l),Cranben ザ Ⅲ， G 田 pe 

Ⅰ   UDO(4) ， KWfr ℡     t4'@(e@LtcH2 ， 4'@(4) ， Mango4'@(4) ， Mel   n4)@(3) ， Papaya4'@(S@PersimmonKAKI]4'@(2) ， 

Pi   eapPe4'@o@PomegranatelZAKURo41@(D ， Raspberry2'@(l) ， Redcurrant2'@(2) ， StrawberrYICHIGo2)@(4) 

18@species@ 58@crops 
Vegetables CHcoryU)"@ ， Spi   ach Ⅰ   ORENSO21@(2) ， Tre Ⅴ     se(2) ， Bamboo@sprout Ⅱ   AKENOKO(@l@) ， Carrot@ Ⅰ   INJIN21         

Garli   [NINNIKU(4) ， Garli   (stem) Ⅰ   INNIKUNOKUKI]2'@(6) ， LeeK   RIKI](2) ， Gi   gerL   YOGA(5) ， 

Onon Ⅰ   AMANEGI](4) ， Welsh@onon Ⅰ   AGANEGI](l) ， Salsify Ⅰ   EIYOGOBO(2) 、 Shal Ⅰ   t Ⅰ   SYAROTTO(l) ， 

Seleriac(l) ， Okura(5) ， Pmento Ⅰ   IMAN2'@(10) ， Pumpki   Ⅰ   ABOCHA2'(7) ， Asparagus(5) ， Baby@corn(l) ， 

Broccoli2'@(5) ， Sweet@corn21@(D ， Chinese@pea[SAYAENDo]@(3) ， String@pea[SAYAINGEN]21@(3) ， Green@soybean 

[EDAMAME](D ， KUWAI(l) ， Mashed@potato(l) ， Potato31@(4@) ， Taro[SAToIMo]2'@(l)@ 27@species@ 84@crops 

Tea Tea(7) 1@species@ 7@crops 
Cereals FourL   OMUGIKO(7) ， Corngritso) ， Corn@ f Ⅰ   ur(2) ， Corn@ starcHl) ， BuckwheatL   ENSOBA](4) ， 

Malt Ⅰ   AKUGA(7) ， Oatmeal(l) ， Rye@flour(l) ， Wheat@brand) ， Wheat@meal(l) 10@species@ 28@crops 
Nuts Almond(5) ， Cashew@nut(4) ， GINNAN(l) ， Pistachio@nut(4) 4@species@ 14@crops 
Beans Coffee@bean(3) ， Marrowfat@pea(l) ， Small@red@bea(l) ， Soybean[DAIZU](6) 4@species@ 11@crops 
Mushrooms  Matsutake ぬ ngus[h 在 ATSUT ぬ く E Ⅰ 5).Shhtakefungus[SHIITAKE](4) 2@species@ 9@crops 
Oil@seed SesamCGoMA Kl) ， 1@species@ 1@crops 

Total@72@species@ 238@crops 
1)@ Values@in@parentheses@indicate@number@of@individual@samples   

2@)@ include@the@cut@or@frozen@commodity 
3)@ precooked@frozen@potato 

4@)@ This@sample@was@analyzed@both@whole@and@flesh   

Table@2.@ The@List@of@Serveyed@Pesticide 

Organochloorinepesticide ㈲ ， ) 

a@-BHC ， /?-BHC 、 y@-BHC ， 8@-BHC ， p>J> ， -DDT ， @>-DDE 、 /> ， @> ， -DDD ， o ， p ， -DDT ， al   ri   ， captan 、 captafo   ， 

chlorobenzilate ， dicofol ， dieldrin ， endrin ， endosulfan-1 ， endosulfan-@n ， endosulfan@ sulfate ， heptachlor ， 

heptachlor@epoxide ， TPN ， Iprodione 

Carbamate@pesticide{24) 
aldicarb ， aldicarb@sulfone ， aldicarb@sulfoxide ， bendiocarb ， carbaryl(NAC) ， carbofuran ， chlorpropham(CIPC) ， 

diethofencarb ， ethiofencarb ， ethiofencarb@ sulfone ， ethiofencarb@ sulfoxide ， fenobucarb(BPMC) ， 

isoprocarb(MIPC) ， methomyi ， metolcarb(MTMC) ， methiocarb ， methiocarb@sulfone ， methiocarb@sulfoxide ， 

oxamyi ， pirimicarb ， propoxur(PHC) ， thiodicarb ， XMC ， xylylcarb(MPMC) 

Others(6) 
2,4-D ， carbendazi   (MBC) ， imazalil ， o-phenyl@phenol(oPP) ， piperonyl@butoxide ， thiabendazole(TBZ) 

Total@ 52@kinds 

1)@ Vaues@in@parentheses@indi   ate@the@number@of@individu3@   pesti   ide   

2. 宙 五対象典薬 3. 装置 

食品衛生法の 残留農薬基準で 設定された農薬及び 原産 ㈹ガスクロマトバラフ : ㈱島津製作所 製 GC-l4B( 検出 

地域において 残留許容量が 設定された農薬などのうち ， 器 : ECD) 

Table 2. に示す 52 種類の農薬を 調査対象とした．これら (2) キヤピ ラリーガスクロマトバラフ : ㈱島津製作所 製 

農薬のうち，穀類，柑橘類などの 作物群やアジア ，アメ GC-l7A  ( 検出 群 : FTD),  Varian  AsSociates  Inc. 製 3500 ど Ⅰ カ む の原産地域により 測定農薬を選択して 調査し ( 検出 群 : ECD), Hewlett Packard 社製 5890 Ⅱ ( 検出 

た @y)@ :@AED@HP5921A) 

(3@ 体クロマトバラフ : ㈱島津製作所 製 LC-6AD( 検出 
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器 : 蛍光 ),  LC-l0AD  ( 検出群 : 蛍光， W),  ㈱島津製作 

所 製 力 んバ メート分析システム 

(4) ガスクロマトバラフ 一 質量分析 計 (G  C  /M  S)  : 

円 nniganMat 社製 TrackerTMSystem,  GCQTM  System 

(5@ 体クロマトバラフ 一 質量分析 計 (LC  /M  S)  : VG 

別 o-tech 社製 Platform  D  毛 C 

(6@ 砕器 : ㈲廣澤鉄工所 製 ダンシングアジテーター 

4. 分析方法 

厚生省告示第 199 号 ( 平成 6 年 6 月 9 日 ), 厚生省告示 

第 221 号 ( 平成 8 年 9 月 2 日 ), 残留農薬分析法 1,   及び増 

補残留農薬分析法例等に 準じた．また ，これらに分析法 

が収載されていない 農薬については ，新たに開発した 方 

法 によった． 

農薬の検出が 見られた場合， GC/MS, LC/MS 及び 

GC-AED で確認をした． 

結果及び考察 

] . 屋薬 残留実態 

72 種 238 作物 中 13 種 35 作物 ( 検出率 15%, 以下同様 ) 

から 15 種の農薬が，痕跡 (0.Olppm 未満 ) 一 6.3ppm 検出 

された．農薬を 検出した作物の 残留実態について ，柑橘 

類は 

Table3. に，果実額，野菜類及び 茶葉類は T 訪 le4. に示 

した・ 

Ⅲ柑橘類 

5 種 26 作物 中 5 種 25 作物 (96%) から 4 種 ( 殺菌剤の 

イマザリル， TBZ, OPP 及び除草剤の 2,4-D) の農薬が 

痕跡 一 6.3ppm 検出された (Table3). 

平成 3 年度から 9 年度までの過去 6 年間の柑橘類にお 

ける農薬の検出率は 48 一 87% であ ったが，今年度も 昨年 

度 と同様にすべての 作物から残留農薬の 検出があ った． 

残留の濃度範囲には 大きな変動は 見られなかった．残留 

濃度の平均値は 1.lppm であ り，昨年度 川の 1.8ppm に比 

べ，比較的低い 値であ った． 

食品衛生法による 残留基準のあ る農薬のうち ， イマザ 

リ 川 検出作物名 : グレープフルーツ ， レモン，マンダ 

リンオレンジ 及びオレンジ ; 以下同様 ) が 4 種 20 作物 

(77%) から痕跡 一 1.gppm 検出された．イマザリルの 残 

留基準値は 5.Oppm であ り，今回検出された 残留濃度は 

いずれも基準値より 下回っていた．検出率は 77% であ り， 

過去の検出事と 比較して，昨年度の 80% と同様に高頻度 

であ った．また，残留濃度の 平均値は 0.7gppm と平成 2 

年度から昨年度の 0.47 一 1.4ppm の範囲内であ った 、   Ⅲ． 

また，イマザリルの 一部は果肉から 4 種 13 作物 (50%), 

0.01 一 0.glppm 検出され，残留濃度の 平均値は 0.llppm 

であ った． 

TBZ U グレープフルーツ ， レモン，オレンジ ，及びス 

ウィーテイ一 ) が 4 種 17 作物 (71%) から 1.0 一 6.3ppm 

及び OPP ( グレープフルーツ ， レモン，マンダリンオレ 

ンジ   オレンジ及びスウイーティ 一 ) が 5 種 ¥Q 作物 

(38% か ら 0.02 円． 5ppm 検出された．残留濃度の 平均値 

は TRZ が 2.2ppm, OPP が 0.45ppm であ った． TBZ 及び 

OPP は柑橘類に食品添加物の 防かび 剤 としていずれも 

0.0log/kg の使用基準があ り，今回検出された 作物はい 

ずれもその基準値以下であ った． 

アメリカで柑橘類にポストハーベスト 使用が認められ 

ている 2,4-D ( レモン及びオレンジ ) が 2 種 5 作物 

(19%) から O.ml 一 0.3lppm 検出された．この 検出値は 

FAO/WHO 及び米国の残留基準値 2ppm 及び 5ppm の約 

1/6 及び 1/15 以下であ った． 2,4-D や イマザリルは ，柑橘 

類で果肉 / 果皮の濃度比が 他の農薬より 高く，果皮から 

果肉への移行が 比較的起こりやすいと 言われている ， 0 ，． 

今回も，果肉からそれらの 農薬が検出されているが ，残 

留濃度は低かった． 

(2@ 美 類 ( 柑橘類を除く ) 

果実 類 18 種 58 作物 中 5 種 9 作物 (16%) から 7 種 ( 殺 

菌剤のイマザリル ， TBZ, イプロジオン ，キャプタン 及 

び殺虫剤の NAC, メソ ミル ) の農薬が痕跡 一 1.6ppm 検 

出された (Table4)   

残留基準のあ る農薬では，イマザリル ( バナナ ) が 1 

種 2 作物 (3%) から 0.03 及び 0.04ppm 検出された   克曳 

留 濃度は基準値 2. 助 pm の l/50 以下であ った． 

イプロジオン ( バナナ，チェリ コ キウィー及び、 ち 

ご ) が 4 種 5 作物 (9%) から 0.01 一 0.42pm 検出され 六 @@. 

残留濃度は各果実の 基準値のそれぞれ 1750 ， 1725, 

1 れ 000 及び 1/150 以下であ った． 

バナナでは残留基準は 設定されていないが ， 7 作物 中 

3 作物 (43%) から TBZ が 0 ． 02 一 0.07ppm 検出された． 

いずれも FAO/WHO の許容量 3ppm の 1/40 以下であ っ 

た ．バナナでは 果肉からも，イマザリル ， TBZ 及びイプ 

ロジオンの検出が 見られたが，その 残留量は少なかっ 

た 

キャプタンは 検出されたチェリー 及びいちごには 残留 

基準値が設定されていないが ，他の作物に 設定されてい 

る基準値 5ppm の l/500 及び 1/3 以下であ った． 
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田 esh) USA 6 

Mandarin@orange 
(whole) Australia   

( Ⅱ esh) Australia   

Orange 
(whole) USA 4 

Australia 2
 

Spain 2 

Table・ Pesticideヽesidues（n，itrus：ruits 

No ・ of No ， of Pesticide Residues Tolerance Sample Country 
sample@ posiive ① pm) (ppm) 

Grapefruits 
(whole) USA 6 6 lmaza Ⅲ Tr,0..16.0.,18,0.,88.1.3,1.4 5.0",  53',  10.04'6' 

TBZ 1.0 ， 1.2,1.3,1.5,2.2,6.3 1( ド， ・ 10" 引 

OPP 0 ． 07,0.56 101-6' 

South  Africa  2 2 Imaza Ⅲ 0 ． 44,0 ． 91 

TBZ 1.3,2.2 

(flesh) USA 6 4 Imaza Ⅲ 0.03 

TBZ Tr,0..01.0.,02,0..07 

South  Africa  2 2 Imaza Ⅲ 0 ． 02,0 ． 91 

TBZ 0.03,0..07 
Lemon 

(whole) USA 6 6 lmaza Ⅲ 0.03,0;.05.0.,82,1.4,1.9 5.0 。 ， 531,W0.0"6, 

TBZ 1.0,1.2 103' ， 104-61 

OPP 0.02.0.405.1.4 lo4'6' 

2,4-D 0 ． 01,0 ． 07,0.07 2,1r  5 。 1 

2 lmaza Ⅲ 0 ． 08,0.16 

OPP 0.02 

2,4-D Tr,0 ． 03 

  lmaza Ⅲ 0 ・ 45 

OPP 1.5 

  lmaza Ⅲ 0.02 

4 lmaza Ⅲ 0.53.0..86,1.0,1.1 

TBZ 1.2,2.9 

OPP 0.30 

2 Imaza Ⅲ 0 ． 28,0 ． 37 

TBZ 1.3 

2,4-D 0 ・ 31 

2 Imazalil   .3,1.7 

TBZ 2.6,3.3 

OPP 0.20,0.028 

2,4-D O.19 

( Ⅱ esh) USA 4 4 lmaza Ⅲ 0 ． 01,0 ． 02,0 ． 02,0 ． 02 

TBZ 0.01,0..02.0..05 
Australia 2   Imaza Ⅲ 0 ． 01 

TBZ Tr 

2,4-D 0.05 

Spain 2 2 lmaza Ⅲ 0.08.0..08 

TBZ 0 ． 05,0 ． 09 

Sweetie 

(whole) Israel 2 2 TBZ 3.1,4.1 1031..  104,61 
OPP 0.16 l0 の 

㎝ esh) Israel 2 2 TBZ 0.01,0.08 

1@)@ tolerance@for@pes Ⅰ     cide@residue@in@Japan 

2@)@ standard@for@withholding@registration@of@pesticides 
3@)@ CODEX@maximum@residue@li   its@for@pesticides 
4@)@ maximum@reSdues@in@each@country 
5)@ Tr:below@0.01@ppm 
6)@ for@postharvest 

5.011,  5,1,10 ． 0"61 

10',  lc 「の 

5.0",  53.  101-6' 

103' ， 104 ， 61 

10 。 1 

231.@ 541 

2,1,  54) 
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Table・ Pesticideヽesidues（n：ruits ， Vegetables‖ndゝea〕eaves 

No ， of No ， of 
Pesticide 

Residues Tolerance Sample Country 
sample@ positive ① pm) (ppm) 

Fruits 

Banana 

(whole) Ecuador 5 3 Imazalil 0.03,  0. ㎝ 2.0'¥ 231 
TBZ 0.02,  0.02,  0.07 331 

Phili   pines@ 2   Iprodione 0 Ⅱ 8 10" 
( れ esh) Ecuador 5   Imazalil Tr. り 

TBZ Tr. 

Phili   pines@ 2   Ipro4one 0.02 

Cherry USA 3   Captan 0.01 10051 
Iprodione 0.06,  0.42 10" ， 1031 ， 2051 

NAC 0 ・ 16 103',  105' 
KWfruits 

(whole) Newzealand 5   Iprodione 0.01 10"    531.  1051 

Melon 

(whole) Mexico     TPN Tr. 22',  23',  55' 
Strawberry@ USA 2   Iprodione 0.02 20",  103',  1551 

Newzealand     Captan l.6 2031.  255' 
Iprodione 0.11 20",@ 1031.@ 155' 
Methomyi 0.01 I21 

Vegetables 
Okra Thailand 5   NAC 0.02 1031 
Potato USA 3 2 CIPC 0.39,  0.45 50",  5051 
Pumpkin USA 2   Heptachlorepoxide Tr ．   

Dieldrin Tr. 

Tea@leaves 

Tea India 3 3 Endsulfan 0 ． 03,  0.03,  0 ． 10 0 ． 5",  3 ㎝ 

T-DDT 0.07 0 ・ 211 

Dicofol 0.07.  0.12 3.0"l 
1)@ tolerance@for@pesticide@residue@in@Japan 
2@)@ standard@for@withholding@registration@of@pesticides 
3@)@ CODEX@ma Ⅹ     mum@resi   ue@limits@for@pesti   i   es 

4)@ Tnbelow@0.01@ppm 
5@)@ tolerance@in@each@country 

(3@ 菜類 NAC  け クラ )  が 1 種 1 作物 (1%)  から 0 ． 02ppm 検 

野菜類では， 27 種別作物 中 3 種 4 作物 (5%) から 2 出された．検出されたオクラには 基準が設定されていな 

種の力 一バメィト 系農薬 ( 殺虫剤の NAC 及び除草剤の いが，他の作物に 設定されている 基準値 1.Oppm の l/50 で 

クロルプロファム (CIPC)) が 0.02 一 0.45pDm 及び有機 あ った． 

塩素系農薬 ( 殺虫剤のへ プ タクロルェポキサイド 及び デ また，かぼちゃから へプ タクロルェポキサイド 及び デ 

ィ ルドリン ) が痕跡程度検出された   ィ ルドリンが痕跡程度検出された． これらの農薬はか ぼ 

残留農薬基準のあ る農薬では， CIPC ( ポテト ) が   ちゃなどのうり 属の作物から 比較的高い頻度で 検出され 

種 2 作物 (2%) から 0.39 及び 0.45ppm 検出された．残留 る．残留量は 低く，土壌由来と 推察される． 

濃度は基準値 50ppm の l/l00 以下であ った・ CIPC は 諸外 (4@ 菜類 

国で ポストハーベスト 使用され，ポテト 食品からの検出 茶葉 類 では， 7 作物 中 インド産の 3 作物 (43%) から 

頻度が高 い，   "."""")   フライドポテトなど 加熱調理後も 有機塩素系殺虫剤 ( エンドスルファン ， 総 nnT 及び ジ 

残存する㎝ことから 今後も残留状況を 注意深く観察して コホール ) が 0 ． 03 一 0.l2ppm 検出された．これら 農薬の 

いく必要があ る   うち 総 DDT 及び ジ コホールは，不発酵 茶 に対して， 茶 
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Table@5.@ The@Influence@of@original@Country@in@the@Pesticide@Residues@in@Agricultural@Commodities 

No ． of｝ositive《amples 
No ・ of Detected 

肝 。 a Organochlorine Carbamate ㎝ he,s Total 
samples 

Insecticides@ Fungicides@ Insecticides@ Herbicides@ Fungicides@ Herbicides 
rate(%) 

    

America 104 1(2) 3 く 3) 0 2(1) 2 ㏍ 3) 3 ㈹ 2% 仁 0 24 

Asia 81 3 く 3) 1(1) 1(1) 0 2(2) 0 7(7) 9 

Oceania 28 0 以 2) 1(1) 0 3 く 3) 1(1) 臥 6) 18 

Europe 22 0 0 0 0 2(3) 1(1) 2(4) 9 

Africa 3 0 0 0 0 2(2) 0 2(2) 67 

Total 為 8 4(5) 6(3) 3(2) 2(1) 2%3) 臥 1) 4109 17 

l)  Valuesinparenthesesindicatenumberofdetectedpesticides. 

湯 として測定してそれぞれ 0 ． 2ppm 及び 3.OmPm の残留 基 輸入される農作物の 種類に由来する 傾向が認められた   

準 が設定されている．今回は 茶葉を直接測定しており ， 地域差は平成 5 年度②以降大きな 違いはみられなくなっ 

また，検出された 紅茶は発酵 茶 であ るため基準は 適用さ た．これは農作物ごとに 適用農薬を変えるなど 先進国の 

れないが，検出量はいずれも 低かった． DDT の検出量 技術が導入されたことによるとも 考えられる． 

は 土壌に残留していたものに 由来すると考えられる． し ま と め 

かし原産国での 使用実態は明らかではなく ，製造中止 1 ㏄ 9 年 4 月から 2000 年 3 月に都内で購入した 輸入生鮮 

後も在庫品を 使用している 可能性もあ る．また， ジ コホ 農作物等 72 種 238 作物について 残留農薬の実態調査を 行 

ールは DDT 類の分解過程で 生成される代謝物の 一 つ で った． 

もあ り め ，検出量全てが ジ コホールが使用されたものに 1 . 農作物中の典薬残留実態 

よるか不明であ る． その他， エンドスルファン 1 有機塩素系農薬では ， 5 種類の殺虫剤及び 3 種類の殺 

(0.03,0.03 及び 0 ． l ゆ pm) が紅茶から検出されたが ，茶湯 菌剤が痕跡～ 1.6ppm 検出された．カーバメイト 系農薬 

として測定時に 設定されている 登録保留基準値 ( エンド では， 2 種類の殺虫剤及び 1 種類の除草剤が 0 ． 01 ん 

ス ルファン 1, Ⅱ及びエンドスルファンサルフェートの 0 ． 45ppm 検出された．その 他の農薬では ， 3 種類の殺菌 

総和として 0 ． 5ppm) の 1/5 以下であ った   剤及び 1 種類の除草剤が 痕跡 -6.3ppm 検出された． 食 

(5@ 類，種実類，豆類，キノコ 類及びオイルシード 穀 品衛生法残留農薬基準及び 原産目の残留基準値を 超える 

類 10 種 28 作物，種実類 4 種 14 作物，豆類 4 種 11 作物，キ ものはなかった． 

ノコ類 2 種 9 作物及びオイルシード 1 種 1 作物からはい 2. 地域別による 比較 

ずれの農薬も 検出されなかった   検出された農薬の 種類に地域に よ る差はほとんどな 

2. 地域別による 比較 く ，輸入される 農作物の種類に 由来する傾向が 認められ 

輸入農産物の 原産国を 5 地域に分類し 地域別に農薬 た   

の 検出状況をまとめ ， Table5. に示した   本調査は東京都衛生局食品保健課及び 食品環境指導 セ 

農薬の検出率は ，アフリカ産が 67% と最も高く ， 次 い ンターと協力して 行ったものであ る   

でアメリカ産，オセアニア 産，ヨーロッパ 産及びアジア 文 献 

産の順であ った． アフリカ産の 検出率が高かった 原因 1) 厚生省生活衛生局検疫所業務管理室輸入食品監視 情 

は 検査作物数が 3 作物と少なく ，また，そのうち 2 作物 報 検討会，厚生省輸入食品衛生監視員協議会編 : 輸 

が 柑橘類であ ったため，ポストハーベスト 使用された 農 大食品 1989 一統計に見る 食品輸入実態 一 ， 1990 ， 

薬が 検出されたことによると 考える   ㈱日本食品衛生協会，東京   

同様にアメリカ 産の検出率も 柑橘類のポストハーベス 2) 1997 年度 ( 平成 9 年 ) 輸入青果物統計資料 ( バナ 

ト 使用農薬の検出により 高まったと考えられ ，昨年度 ") ト ナ シ ラ ス・パインその 他 ), 1998, ㈹日本青果 

と 類似の傾向がみられた． 物 輸入安全推進協会，東京   

アメリカ連及びアジア 産からの有機塩素系殺虫剤の 検 3) 1998 年度 ( 平成 10 年 ) 輸入青果物統計資料 ( バナ 

出 はかぼちゃ及び 茶葉に由来したものであ り，その他に ナ ・シトラス・パインその 他 ), 1999, ㈹日本青果 

ついては，全体的に 地域による違いはあ まり見られ 々， 物 輸入安全推進協会，東京   



東 京 衛 所 年 報 51, 2 ㎜ 117 
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